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　　　　　16名の１年生
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令和６年度予算主なもの一 般 会 計一 般 会 計

生かした環境整備に向けて
　令和６年３月定例会は、３月５日から22日までの18日間の日程で開催しました。

　本年度の一般会計・特別会計予算、条例改正など36議案について慎重審議し原案通り可決しまし

た。一般質問は３名の議員が行い町政に対し活発な議論を展開しました。本年は佐川地区への「保育

園らしくない保育園」を目指した保育園の新築移転を事業化、エバーランド奥大山施設整備、木谷沢

渓流環境整備、奥大山自然塾推進事業など自然環境を生かし、人を呼ぶ事業の展開をする予算となっ

ています。併せて、旧江尾マーケットの解体、「まちの本屋」事業等における江尾駅前の環境整備も

行われます。令和６年度一般会計予算総額は、54億４千万円、特別会計11会計の予算総額は13億８

千８百万円で、合計68億２千８百万円となり、一般会計予算は前年対比、109.9％となっています。 参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

６
年
度
予
算 

他

一
般
質
問

保育園らしくない
保育園事業（新規）
2億2,125万6千円

エバーランド奥大山施設
整備事業（新規）

7,997万円

木谷沢渓流環境
整備事業（新規）

1,000万円

出かける役場事業
（新規）

756万9千円

せせらぎ公園トイレ
整備事業（新規）

3,000万円

奥大山自然塾推進
事業（継続）

2,565万2千円

旧江尾マーケット
解体工事（新規）

7,930万円

まちの本屋プロ
ジェクト（継続）
258万6千円

ブナの森校舎トイレ
改修事業（新規）

2,550万円

住宅火災報知器設
置支援事業（新規）

320万円

新甘泉圃場整備
事業（継続）
6,042万円

池の内湖岸線トンネル
改修工事 (新規)
1億7,800万円

組
合
議
会
他

令和６年５月15日発行（３）

令和６年度予算　

 一般会計54億4000万円  前年比109.9％

保育園新築移転と水を

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

６
年
度
予
算 

他

一
般
質
問

組
合
議
会
他

（単位：万円）

地方交付税

町税

県支出金

町債

繰入金

国庫支出金

その他

合計

人件費

物件費

補助費等

公債費

繰出金

扶助費

普通建設事業費

維持補修費

その他

合計

歳

　出

歳

　入

説　明令和６年度 増　減項　目

17億5,000万円

６億7,358万円

５億212万円

３億8,295万円

４億5,958万円

５億758万円

11億6,419万円

54億4,000万円

９億7,064万円

12億7,759万円

８億9,768万円

４億3,766万円

３億3,714万円

２億6,891万円

７億6,790万円

３億9,042万円

9,206万円

54億4,000万円

令和５年度

16億円

６億9,500万円

４億3,671万円

４億780万円

２億8,372万円

５億7,790万円

９億4,887万円

49億5,000万円

８億491万円

11億2,400万円

８億5,697万円

４億4,202万円

３億2,921万円

２億5,639万円

７億471万円

３億986万円

１億2,193万円

49億5,000万円

１億5,000万円

△2,142万円

6,541万円

△2,485万円

１億7,586万円

△7,032万円

２億1,532万円

４億9,000万円

１億6,573万円

１億5,359万円

4,071万円

△436万円

793万円

1,252万円

6,319万円

8,056万円

△2,987万円

４億9,000万円

国税からの交付金

町民、企業からの税金

県から交付されるお金

町の借金

基金から繰り入れるお金

国から交付されるお金

ふるさと応援基金寄付金他

職員の給与、議員等の報酬

各施設整備事業等

ふるさと納税返礼品他

町の借金の返済分

特別会計への繰出し分

法令に基づき支出されるもの

各施設維持管理修繕等

保育園らしくない保育園造成工事

旧江尾マーケット等解体工事他
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特 別 会 計（1１会計）特 別 会 計（1１会計）

　特別会計、公営企業会計について3月14日に特別会計等予算特別委員会、一般会計予算

特別委員会との合同審査が行われ、3月22日の最終日に参考意見が付されいずれも可決さ

れました。令和６年度は、移住促進住宅特別会計に関わる事業として佐川第二団地の管

理運営が開始する他、国民健康保険特別会計（事業勘定）では、旧俣野小学校施設の改

修、また、介護老人保健施設特別会計においては介護老人保健施設「あやめ」において

利用者用ベッドの更新を予定しています。上下水道の特別会計においては引き続き施

設の老朽化に対する修繕事業が計画されています。事業費については以下の通りです｡

公営企業会計  （２会計）公営企業会計  （２会計）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

公  営  企  業  会  計 令和５年度令和６年度 増減額 負担金補助・出資金

特   別   会   計 令和５年度令和６年度 増減額 繰入金

移住促進住宅

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

704万円

3億3,649万円

2億7,727万円

5億9,516万円

328万円

8,655万円

5,527万円

2,200万円

223万円

158万円

395万円

13億9,082万円

1,017万円

3億3,222万円

2億9,440万円

5億6,982万円

354万円

8,776万円

6,140万円

2,186万円

223万円

148万円

270万円

13億8,758万円

313万円

△427万円

1,713万円

△2,534万円

26万円

121万円

613万円

△14万円

0円

△10万円

△125万円

△324万円

1,017万円

2,745万円

1,585万円

8,949万円

0円

7,205万円

2,088万円

2,185万円

0円

0円

26万円

2億5,800万円合　　計

7,761万円

1億2,024万円

1億0,763万円

1億2,069万円

1億5,605万円

1億6,699万円

1億5,763万円

1億9,925万円

1億1,182万円

1億1,183万円

5,310万円

9,242万円

1億5,569万円

1億5,569万円

2億891万円

2億5,970万円

3,421万円

△841万円

△5,453万円

△2,827万円

△36万円

△1,130万円

5,128万円

6,045万円

6,568万円

2,309万円

7,694万円

1億0,496万円

簡易水道事業

　収益的収入

　収益的支出

　資本的収入

　資本的支出

下水道等事業

　収益的収入

　収益的支出

　資本的収入

　資本的支出

（単位：万円）

（単位：万円）

６
年
度
予
算 

他

組
合
議
会
他
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会
他

第１回江府町議会１月臨時会
　令和６年１月29日本会議場にて第一回の臨時会が開催されました。

　町長より６件の議案が上程され審議の結果全てが可決されました。

　主な議案は以下の通りです。

令和6年1月臨時会後の全員協議会
　また本会議終了後引き続き全員協議会が開催され２件の議事について協議が

なされました。

１．放課後子供教室安全管理員のバス帰宅児童に対する引率について

　 （バス帰宅の子供教室利用児童の愛ベルこうふまでの引率について）

２．旧役場庁舎跡地の利活用（案）について

　 （現在までの進捗状況と今後の方針について、具体的な活用方法や分譲する　　

　 場合の土地の販売価格などについて執行部より示されました）

　　その他報告事項や今後の予定などが報告され散会となりました。

６
年
度
予
算 

他

内容：令和6年3月から、自らや父母等の戸籍について、本籍地の

　　　市区町村以外の市区町村の窓口でも、戸籍謄本の請求が可能

　　　となるものです。

　　　また、このため手数料についても一部改正となります。

活用が期待される旧役場跡地

戸
籍
の
新
サ
ー
ビ
ス
始
ま
り
ま
し
た

議案第１号　江府町手数料徴収条例の一部改正について

内容：1．契 約 の 目 的　　除雪ミニホイールローダ(小型特殊規格)購入

　　　2．契 約 の 方 法　　指名競争入札

　　　3．契 約 の 金 額　　5,390,000円

　　　4．契約の相手方　　コマツ山陰株式会社米子支店

議案第2号　除雪ミニホイールローダ(小型特殊規格)購入契約の締結について

内容：歳入歳出の予算総額にそれぞれ11,900,000円を追加して歳入歳出の予算総額を

　　　5,634,804,000円にするものです

議案第3号　一般会計補正予算（第12号）
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

Ⓠ
役
場
の
業
務
を
進
め
る
た
め

に
、
必
要
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
つ
い
て
何
か
実
施
し
て
い
る

か
？

Ⓐ
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
及
び
産

業
医
の
面
談
、
復
職
後
の
フ
ォ

ロ
ー
を
取
っ
て
い
ま
す
。

Ⓠ
通
信
に
利
用
す
る
ス
タ
ー
リ

ン
ク
シ
ス
テ
ム
と
は
、
何
に
使

用
す
る
の
か
？

Ⓐ
衛
星
を
利
用
し
た
ど
ん
な
場

所
で
も
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

な
の
で
、
災
害
時
な
ど
に
使
用

で
き
ま
す
。

Ⓠ
交
通
安
全
指
導
員
が
減
少
し

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
補

充
が
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？

Ⓐ
声
掛
け
な
ど
で
補
充
を
図
っ

て
い
き
ま
す
が
、
改
め
て
募
集

を
か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ⓠ
長
年
の
要
望
で
あ
っ
た
、
せ

せ
ら
ぎ
公
園
の
ト
イ
レ
新
設
工

事
、
３
０
０
０
万
円
は
ど
ん
な

内
容
な
の
か
？

Ⓐ
使
用
す
る
人
の
思
い
や
要
望

を
取
り
入
れ
、
ス
ペ
ッ
ク
高
い

物
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

車
椅
子
利
用
者
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

Ⓠ
ふ
る
さ
と
納
税
７
億
円
を
予

測
し
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開

は
ど
う
か
？

Ⓐ
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
天
井

が
見
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
ま
で
以
上
に
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⓠ
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
力

を
入
れ
て
は
ど
う
か
？

Ⓐ
環
境
や
水
を
大
切
に
す
る
企

業
に
は
進
め
た
い
。
日
本
ヘ
ル

ス
ケ
ア
協
会
を
通
じ
て
個
別
具

体
的
に
あ
た
り
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
力
を
入
れ
ま
す
。

Ⓠ
木
谷
沢
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枡

が
あ
る
が
ヤ
マ
メ
な
ど
を
養
殖

し
て
は
ど
う
か
？

Ⓐ
枡
や
周
辺
に
は
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
な
ど
希
少
動
物
が
生
息
し

て
お
り
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
課

モリアオガエルやサンショウオが生息する木谷沢

Ⓠ
住
宅
用
火
災
報
知
器
の
補
助

金
は
一
世
帯
２
個
と
な
っ
て
い

る
が
親
子
式
な
の
か
独
立
式
な

の
か
？

Ⓐ
基
本
的
に
は
各
世
帯
に
お
任

せ
で
す
。

６
年
度
予
算 

他
一般
会計

予算の審議

　役場のすべての課

及び出納室・農業委

員会・議会事務局の

予算について質疑応

答がなされました。

組
合
議
会
他

せせらぎ公園内の再生中のビオトープ

令和６年５月15日発行（７）

Ⓠ
パ
レ
ッ
ト
奥
大
山
内
ビ
ス
ト

ロ
ノ
ブ
の
フ
リ
ー
ワ
イ
フ
ァ
イ

は
誰
が
い
つ
で
も
使
用
で
き
ま

す
か
？

Ⓐ
ビ
ス
ト
ロ
ノ
ブ
さ
ん
の
開
店

時
間
だ
け
で
、
ワ
イ
フ
ァ
イ
は

１
時
間
で
切
れ
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

Ⓠ
塵
芥
処
理
費
が
３
０
０
０
万

円
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ

か
？

Ⓐ
負
担
金
が
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
１
人
当
た
り
の
ゴ
ミ
の

量
は
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ⓠ
久
連
団
地
、
佐
川
団
地
な
ど

に
あ
る
遊
具
の
点
検
は
実
施
し

て
い
る
か
？

Ⓐ
前
回
の
点
検
は
令
和
３
年
度

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
不
具
合

が
、
あ
れ
ば
修
理
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
見
守
り
支
援
は
、
も
っ
と
人

員
を
配
置
し
て
、
頻
度
を
上
げ

て
は
ど
う
か
？

Ⓐ
基
本
は
月
に
２
回
で
す
が
、

人
に
よ
っ
て
は
、
週
に
２
回
も

考
え
て
い
ま
す
。

Ⓠ
町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
廃
止

と
な
り
、
チ
ロ
ル
観
光
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と

だ
が
、
補
助
金
の
増
額
は
検
討

さ
れ
た
か
？

Ⓐ
現
状
の
補
助
金
で
お
願
い
し

ま
す
。
金
額
的
に
増
や
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
回
数
や
運
用
に

つ
い
て
見
直
し
を
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

Ⓠ
昨
年
度
の
脳
ド
ッ
ク
の
受
診

は
35

名
だ
が
、
脳
ド
ッ
グ
だ
け

で
も
受
診
で
き
る
の
か
？

Ⓐ
住
民
健
診
と
別
に
脳
ド
ッ
ク

は
実
地
し
て
お
り
、
誰
で
も
受

診
で
き
ま
す
。

Ⓠ
遊
休
農
地
と
耕
作
放
棄
地
の

違
い
は
何
か
？

Ⓐ
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
は

﹁
か
つ
て
農
地
だ
っ
た
が
現
在

は
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

ら
ず
、
今
後
も
農
地
と
し
て
利

用
さ
れ
る
可
能
性
が
低
い
土

地
﹂
と
な
っ
て
お
り
ほ
ぼ
同
じ

で
す
。

Ⓠ
乾
田
直
播
実
証
実
験
の
予
定

だ
が
、
乾
田
直
播
と
は
何
か
？

Ⓐ
畑
状
態
の
田
ん
ぼ
に
種
子
を

ま
き
、
出
芽
が
揃
っ
た
後
に
入

水
す
る
栽
培
方
法
で
す
。
春
作

業
に
お
い
て
代
か
き
や
苗
運
び

が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
町
内
で
の
普
及
の
た

め
大
河
原
で
実
施
し
ま
す
。

Ⓠ
狩
猟
の
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
奨
励
す
る
よ
う
な
こ
と
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ
資
格
取
得
に
つ
い
て
は
、
猟

友
会
の
会
員
で
あ
れ
ば
猟
友
会

か
ら
助
成
金
が
出
ま
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

Ⓠ
笠
良
原
か
ら
下
蚊
屋
ダ
ム
へ

濁
水
の
流
入
状
況
は
？

Ⓐ
溝
掘
り
な
ど
実
施
し
、
今
は

黒
ぼ
く
土
な
ど
の
流
入
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
様
子
見
で
す
。

Ⓠ
文
化
祭
で
の
参
加
人
数
の
減

少
と
は
？

Ⓐ
来
場
者
の
減
少
で
す
。
今
後
、

啓
発
な
ど
で
来
場
者
の
増
加
を

見
込
み
ま
す
。

Ⓠ
人
権
啓
発
で
各
支
部
が
あ
る

が
町
で
一
本
化
し
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
？

Ⓐ
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

底
辺
が
細
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
支
部
長
会
議
を
経
て

今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

Ⓠ
町
の
ゴ
ル
フ
大
会
が
な
い
が

や
っ
て
は
ど
う
か
？

Ⓐ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

住
民
生
活
課

農
業
委
員
会

産
業
建
設
課

教
育
委
員
会

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会
他

６
年
度
予
算 

他

成功が期待される乾田直播

おしゃれな感じのビストロノブ



Ⓠ
大
型
作
業
機
械
等
の
必
要
性

は
？

Ⓐ
奥
大
山
ス
キ
ー
場
の
休
止
に

伴
い
、
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山

の
施
設
の
維
持
管
理
に
大
型
機

械
の
更
新
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ⓠ
有
収
水
率
は
、
何
％
か
？ 

Ⓐ
令
和
６
年
２
月
末
現
在
の
有

収
水
率
は
、
70.8

％
で
す
。

Ⓠ
今
年
度
下
水
道
施
設
の
更
新

予
定
は
あ
る
の
か
？ 

Ⓐ
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
に
基
づ
き
実
施
し
、
修
繕
が

必
要
な
箇
所
は
11

か
所
あ
り
ま

す
。　令

和
６
年
度
は
、
佐
川
の
チ

ロ
ル
の
里
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の

機
械
設
備
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
と
悪
い
所
は
操
作
盤
も
改
修

を
し
ま
す
。

Ⓠ
作
業
機
械
の
借
り
上
げ
及
び

購
入
に
つ
い
て
説
明
を
。

Ⓐ
小
型
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
を
借

り
上
げ
し
、
備
品
購
入
で
は
、

除
雪
ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
を
購

入
予
定
で
す
。

（８）令和６年５月15日発行

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

索
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

下
水
道
等
事
業

国
民
健
康
保
険

　
　
　

(

事
業
勘
定)

国
民
健
康
保
険

　
　
　

(

施
設
勘
定)

Ⓠ
佐
川
第
２
団
地
の
町
外
か
ら

の
移
住
者
数
と
、
入
居
数
の
現

状
は
？

Ⓐ
令
和
６
年
３
月
で
満
室
に
な

り
ま
し
た
。
町
外
移
住
者
数
は
、

12

名
で
、
そ
の
う
ち
子
ど
も
の

人
数
は
５
名
で
、
全
12

戸
の
う

ち
町
外
か
ら
の
入
居
数
は
、
７

戸
で
す
。

Ⓠ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
、
何
％
か
？

Ⓐ
令
和
６
年
１
月
末
現
在
で

83.6

％
で
す
。

Ⓠ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保

険
証
を
紐
づ
け
し
て
い
る
人
の

利
用
率
は
？

Ⓐ
利
用
率
は
全
体
の
１
割
で
す
。

今
後
、
国
の
法
改
正
に
よ
り
従

来
の
保
険
証
は
廃
止
予
定
で
す
。

Ⓠ
旧
俣
野
小
学
校
の
継
続
工
事

費
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
対
応
を
予
定
し
て

い
る
が
、
主
な
、
改
修
箇
所

は
？ 

Ⓐ
改
修
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今

後
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
財
源
を
確
保
し
た
の
ち
、
早

急
に
必
要
な
箇
所
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

Ⓠ
高
齢
者
に
対
す
る
G
P
S
機

能
の
い
い
方
法
が
あ
れ
ば
、
検
討

し
て
ほ
し
い
が
。
行
方
不
明
な
ど

も
あ
る
の
で
、
出
歩
け
る
対
策
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

Ⓐ
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス

で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
貸
与
す
る
こ
と
が

で
き
、
町
内
で
利
用
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

Ⓠ
成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
人

数
は
？

Ⓐ
町
で
把
握
し
て
い
る
利
用
人

数
は
４
名
で
す
。

Ⓠ
要
支
援
者
が
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
委
託
先
の
事
業
所
は
？

Ⓐ
プ
ラ
ン
ド
オ
フ
ィ
ス
︵
尚
仁

福
祉
会
︶
、
日
野
病
院
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
、
伯
耆
中
央
病

院
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
日

翔
会
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

孫
の
手
の
５
か
所
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

(

保
険
事
業
勘
定)

介
護
保
険
事
業

　
　

(
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定)

移
住
促
進
住
宅

６
年
度
予
算 

他

佐川第２団地バス停

エバーランド奥大山

特別
会計

組
合
議
会
他

令和６年５月15日発行（９）

1000名の体験利用を目指す奥大山自然塾

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

介
護
老
人
保
健
施
設

総  

務  

課

住
民
生
活
課

　令和６年度の一般会計予算について３月７日、11日、12日の３日間にわたり予算特別委員会で審議

されました。主な事業としては、保育園らしくない保育園事業、２億2,125万円を始め、旧江尾マー

ケット等解体工事、地方公共団体システム標準化対応事業、池ノ内湖岸線トンネル改修工事、人権文化

センター建築事業など多岐にわたります。特に、保育園らしくない保育園事業においては、町民にとっ

ても期待が膨らんでいます。これらの限られた財源を利用し、充実させて他の自治体にない公共資源を

有効に活用した新しい事業展開や、さらなる住民サービスの向上を期待するところです。

　尚、起債残高は、一般会計で46億707万円、特別会計、公営企業会計と合わせ、73億941万円とな

ります。

　以下担当課及び事業内容について委員会より参考意見が付され可決されました。

①
新
規
事
業
と
し
て
、
出
か
け

る
役
場
が
始
ま
る
が
、
﹁
ど
ん

な
困
り
ご
と
で
も
助
け
に
向
か

い
ま
す
﹂
と
い
う
姿
勢
で
事
業

展
開
す
る
よ
う
だ
が
、
住
民
か

ら
喜
ば
れ
る
こ
と
、
困
っ
た
か

た
を
ど
う
し
て
助
け
る
か
を
考

え
て
、
役
場
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
で
慎

重
に
進
め
ら
れ
た
い
。

②
せ
せ
ら
ぎ
公
園
内
の
整
備
に

つ
い
て
、
長
年
の
要
望
だ
っ
た

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
る
。

　
主
に
利
用
さ
れ
る
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
体
の

不
自
由
な
方
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

③
奥
大
山
自
然
塾
事
業
は
開
講

以
来
６
０
０
名
の
体
験
利
用
者

が
あ
り
、
好
評
を
得
て
い
る
。

来
年
度
は
、
９
０
０
名
か
ら
１

０
０
０
名
を
目
指
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
室
内
の
展
示
に
つ
い

て
、
ジ
オ
ラ
マ
は
あ
る
が
、
も

っ
と
感
動
を
与
え
る
展
示
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

④
町
の
消
防
団
は
、

第
一
分
団
20

名
︵
定
員
25

名
︶

第
二
分
団
22

名
︵
定
員
25

名
︶

第
三
分
団
５
名
︵
定
員
10

名
︶

と
な
っ
て
お
り
、
欠
員
状
態
で

あ
る
。
定
員
を
満
た
す
よ
う
に

啓
発
活
動
を
進
め
ら
れ
た
い
。

　

①
空
き
家
調
査
は
こ
う
ふ
の
た

よ
り
に
委
託
し
て
お
り
、
町
内

に
は
３
０
８
件
の
空
き
家
と
、

19

件
の
空
き
地
が
あ
り
、
空
き

家
再
生
住
宅
事
業
の
改
修
費
は

１
件
当
た
り
１
０
０
０
万
円
だ

が
、
水
回
り
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
増
額
も

考
え
て
は
ど
う
か
。

②
江
府
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
普
及
率
は
83.6

％
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
鳥
取
県
の
市

町
村
で
８
番
目
と
高
く
な
い
。

今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
登
録
が
始

ま
る
こ
と
を
考
慮
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
よ
り

積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

６
年
度
予
算 

他 一 般 会 計
予算特別委員会

参 考 意 見

組
合
議
会
他

トイレの設置が決まったせせらぎ公園



①
道
の
駅
管
理
事
業
と
し
て
、

小
林
鉄
工
所
跡
地
の
裏
側
を
、

道
の
駅
駐
車
場
の
た
め
に
、
造

成
工
事
を
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

既
存
の
駐
車
場
で
、
出
入
り
口

を
逆
走
す
る
車
両
が
多
い
た
め
、

利
用
者
が
多
い
時
は
混
乱
を
き

た
し
て
い
る
。
出
入
り
口
の
看

板
を
含
め
、
県
と
協
議
の
上
、

対
応
を
取
っ
て
頂
く
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
。

②
市
民
農
園
管
理
事
業
に
お
い

て
、
農
地
は
耕
運
し
て
い
る
が
、

市
民
農
園
と
し
て
は
、
現
在
休

止
し
て
い
る
。
今
後
の
利
用
方

法
、
ま
た
は
廃
止
な
ど
を
含
め
、

検
討
さ
れ
た
い
。

③
道
路
維
持
管
理
に
お
い
て
、

広
域
農
道
下
蚊
屋
俣
野
線
は
午
前

７
時
以
降
に
除
雪
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
こ
の
道
路
は
落
石
や
雪
崩

の
危
険
が
あ
り
、
使
用
状
況
や
、

交
通
量
な
ど
考
慮
し
て
冬
季
の
閉

鎖
も
検
討
さ
れ
た
い
。

①
町
図
書
館
利
用
は
、
年
間
延

べ
人
数
７
０
０
０
人
以
上
と
広

く
町
民
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
開
館
中
に
利
用
で
き
な
い

方
も
あ
る
。
開
館
時
間
を
延
長

す
る
等
、
対
応
を
取
る
こ
と
で
、

利
用
者
数
が
更
に
見
込
め
る
と

考
え
る
が
、
検
討
さ
れ
た
い
。

ま
た
今
後
、
駅
前
に
予
定
さ
れ

る
本
屋
と
の
す
み
わ
け
を
示
さ

れ
た
い
。

②
奥
大
山
江
府
学
園
ブ
ナ
の
森

校
舎
の
ト
イ
レ
改
修
が
予
定
さ

産
業
建
設
課

教
育
委
員
会

（10）令和６年５月15日発行

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

れ
る
が
、
具
体
的
な
詳
細
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
洋
式

や
和
式
を
含
め
、
学
校
や
児

童
・
生
徒
の
意
向
を
取
り
い
れ

て
実
施
さ
れ
た
い
。

③
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て
、
来

場
す
る
方
々
の
不
満
に
ト
イ
レ

が
な
い
こ
と
と
、
い
つ
も
閉
館

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

閉
館
に
関
し
て
は
電
話
連
絡
に

よ
り
対
応
と
の
こ
と
だ
が
、
ト

イ
レ
が
な
い
こ
と
は
致
命
的
と

言
え
る
。
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ

い
て
、
検
討
さ
れ
た
い
。

６
年
度
予
算 

他

組
合
議
会
他

冬季は雪崩や落石の可能性もある広域農道

トイレの整備が待たれる民俗資料館

議
会
事
務
局
長

紹
介

新

議会事務局長

藤  原　 靖

　
令
和
２
年
度
か
ら
４
年
間

に
わ
た
り
議
会
事
務
局
長
を

務
め
ま
し
た
松
井
英
樹
氏
が
、

４
月
１
日
付
け
で
町
長
部
局

に
戻
り
、
住
民
生
活
課
に
異

動
し
ま
し
た
。

　
同
じ
く
４
月
１
日
付
け
で

会
計
管
理
者
で
あ
っ
た
藤
原

靖
氏
が
後
任
の
議
会
事
務
局

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

行
政
と
議
会
と
の
橋
渡
し
役

と
し
て
、
ま
た
町
民
に
開
か

れ
た
議
会
運
営
に
つ
い
て
期

待
し
て
い
ま
す
。

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

的

か

つ

効

果

的

に

点

検
・
調
査
・
改
築
・
修

繕
を
実
施
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基

づ
き
、
実
施
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
、
チ
ロ

ル

の

里

水

処

理

セ

ン

タ
ー
の
機
械
設
備
及
び

マ

ン

ホ

ー

ル

ポ

ン

プ

︵
操
作
盤
︶
の
更
新
を

実
施
す
る
。

　
引
き
続
き
明
確
な
目

標
を
定
め
、
状
況
を
客

観
的
に
把
握
し
、
下
水

道
施
設
の
水
質
保
全
と

快
適
な
生
活
環
境
の
構

築
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
整
備

し
た
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
︵
佐
川
第
２
団
地
︶

が
、
令
和
６
年
１
月
か

ら
入
居
を
開
始
し
、
３

月
で
満
室
に
な
っ
て
い

る
。
町
外
か
ら
の
移
住

者
は
12

名
。
そ
の
う
ち

子
ど
も
の
人
数
は
５
名

で
、
町
外
か
ら
の
入
居

数
は
、
全
12

戸
の
う
ち

７
戸
で
あ
る
。
人
口
流

出
を
防
ぎ
、
町
外
か
ら

の
人
口
流
入
を
促
進
さ

せ
た
。
今
後
に
お
い
て

も
、
入
居
者
か
ら
の
利

用
状
況
に
も
注
視
し
、

適
切
な
管
理
運
営
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　
保
険
証
廃
止
の
法
改

正
に
伴
い
、
新
た
に
資

格
確
認
書
を
発
行
す
る

こ
と
に
な
る
。
住
民
の

混
乱
を
避
け
る
為
、
早

急
に
資
格
シ
ス
テ
ム
を

導
入
さ
れ
た
い
。

　
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
の

高
齢
化
に
対
応
す
る
為
、

早
期
に
人
材
確
保
を
図

り
、
職
場
環
境
や
給
与

体
系
の
改
善
を
重
視
し
、

業
務
の
安
定
化
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　
旧
俣
野
小
学
校
施
設

の
改
修
に
つ
い
て
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
財
源
の
確
保
を
予

定
し
て
い
る
。
施
設
改

良
が
必
要
な
箇
所
を
早

急
に
予
算
化
し
、
良
好

な
事
業
環
境
を
構
築
さ

れ
た
い
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設

あ
や
め
に
お
い
て
、
令

和
５
年
度
は
、
利
用
者

用
ベ
ッ
ド
80

台
の
う
ち

40

台
を
更
新
し
た
。
令

和
６
年
度
は
、
残
り
40

台
の
更
新
を
実
施
す
る
。

　
施
設
全
体
の
老
朽
化
に

も
対
応
し
た
改
修
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

　
奥
大
山
自
然
塾
を
始

め
、
木
谷
沢
渓
流
の
整

備
等
、
奥
大
山
エ
リ
ア

の
適
正
管
理
を
す
る
為
、

小
型
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル

の
借
上
や
、
大
型
除
雪

ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
の

購
入
を
す
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
作
業
機
械

の
新
調
を
検
討
し
、
適

正
な
環
境
の
維
持
管
理

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
令
和
６
年
２
月
末
現
在

の
有
収
水
率
は
70.8

％
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
共
、

水
道
管
の
維
持
管
理
・
整

備
を
図
る
た
め
、
給
・
配

水
管
の
漏
水
調
査
を
引
き

続
い
て
行
わ
れ
た
い
。

　
老
朽
化
す
る
下
水
道

施
設
に
つ
い
て
、
計
画

 

国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

 

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

佐川第2団地付近の横断歩道

令和６年５月15日発行（11）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会
他

６
年
度
予
算 

他 特 別 会 計
予算特別委員会

参 考 意 見

一旦第１中継ポンプ制御盤更新

移
住
促
進
住
宅

介
護
老
人
保
健
事
業

 

簡
易
水
道
事
業

 

下
水
道
等
事
業

　

 

索
道
事
業



（12）令和６年５月15日発行

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

６
年
度
予
算 

他

組
合
議
会
他

鳥取県西部広域行政管理組合議会報告鳥取県西部広域行政管理組合議会報告
　令和６年２月21日に定例会が開催されました。令和6年度当初予算の概要は次のとおりです。

歳入歳出予算　50億3961万7千円　対前年度比 △7億5883万7千円（△13.1％）

市町村負担額　45億6295万4千円　対前年度比 △3億4357万1千円（△7.0％）

　　　　　　　（内江府町負担金 1億1129万4千円　対前年度比 △1021万円）　

日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告
　令和６年２月20日に江府町役場議場にて定例会が開催されました。条例改正、補正予算（第３号）及び令和

６年度会計予算が上程され原案通り可決されました。

　主な内容は次のとおりです。

歳　出

　〇清化園　　　　総額　65,842千円

　　　　　　　　　（前年度比　6,893千円の減額）

　〇くぬぎの森　　総額　80,757千円

　　　　　　　　　（前年度比　1,513千円増額）

令和６年度予算

　歳　入　組合負担金　163,347千円

　　　　（前年度比43,411千円の減額）

　負担金　内　訳

　　　　　日野町　66,232千円

　　　　　江府町　64,782千円

　　　　　日南町　32,333千円

　令和６年2月27日に日野町役場議場にて定例会が開催されました。１号議案から12号議案が上程され原案

通り可決されました。主な令和５年度決算見込み及び令和6年度事業等の概況の内容は次のとおりです。

日野病院組合議会報告日野病院組合議会報告

令和５年度病院事業等の決算見込みについて

＊主な医業収益の見込み

　入院収益（942,763千円）

　外来収益（419,920千円）

　介護サービス収益（64,566千円）

　診療所収益（2,114千円）

＊累積剰余金　984,208千円

（病院事業　655,696千円　在宅介護支援事業

　175,107千円　診療所事業　153,405千円）

令和６年度病院事業等の概況について

＊医業収益について

　入院収益　966,547千円

（延患者数　28,726人、1日平均　78.7人、

　　　一人当たり単価　33,647円）

　外来収益　419,920千円

（延患者数　36,543人、1日平均　151.6人、

　　　一人当たり単価11,491円）を計上

議員並びに特別職の報酬及び費用弁償の改定について議員並びに特別職の報酬及び費用弁償の改定について
　　鳥取県西部地区特別職報酬等審議会の答申により、改訂されるものです。

件　　名 提出者 理　由審議結果付託先

鳥取県農民運動連合会

会長　雑　賀　敏　之

総務経済

常任委員会

教育民生

常任委員会

趣旨
採択

食料自給率公助を政府の法的義

務とすることを求める陳情書

小　坪　慎　也

趣旨
採択

年金制度における外国人への

脱退一時金の是正を求める意

見書の採択を求める陳情

陳情の審査結果
提出のあった陳情は、３月定例議会で審査した結果、下記のとおり決定しました。

受理番号及び
受理年月日

陳情第1号

令和5年

11月28日

陳情第２号
令和6年
2月6日

年金制度の平等性は重要と考えるが、
国も制度改正に向け検討中であり、
他の自治体の動向も踏まえて考慮す
るべきと考え、趣旨採択とする。

農業従事者の生活保障と自給率の減
少を食い止める包括的な政策が先決
と考える。

職　名

議　　　長

副 議 長

常任委員長

議　　　員

町　　　長

副 町 長

教 育 長

改定後（月額）　

３２３，０００円

２４９，０００円

２４０，０００円

２３５，０００円

８１４，０００円

６５Ⅰ，０００円

６１１，０００円

改定前（月額）　

３１６，０００円

２３５，０００円

２２６，０００円

２２１，０００円

８１０，０００円

６４８，０００円

５８８，０００円

引上額（月額）　

７，０００円

１４，０００円

１４，０００円

１４，０００円

４，０００円

３，０００円

２３，０００円

と
い
う
こ
と
で
、
ブ
ー
ム

が
来
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
よ
く
わ
か
り
ま
す
し
、

私
も
ぜ
ひ
応
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

町
が
こ
こ
を
取
得
し
て
公

園
化
す
る
と
草
刈
り
も
恐

ら
く
毎
年
毎
年
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
そ
う
い
っ
た
機
運

を
し
っ
か
り
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
く
の
が
、
先
決
と

思
い
ま
す
。
お
気
持
ち
は

と
っ
て
も
よ
く
わ
か
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り

そ
の
辺
り
の
住
民
参
画
運

動
を
さ
ら
に
展
開
し
て
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　現
在
は
地
権
者
の

方
、
家
族
が
草
刈
り
を
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
耕
作
放
棄
地
な
っ
て
か

ら
だ
と
遅
い
気
が
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
江
美
城
を

探
る
会
の
皆
さ
ん
と
か
が
、

こ
の
場
所
を
公
園
化
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て

自
分
た
ち
で
草
刈
り
を
し

て
こ
こ
を
町
に
買
っ
て
も

ら
う
よ
う
な
運
動
に
盛
り

芦立 喜男

動画で一般質問

芦立議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

総
務
課
長
答
弁

　
　
　能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
、
令
和
６
年
２
月
２

日
現
在
で
の
死
者
は
２
４
０

名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
死
因
は
９
割
の
方
が
家

屋
の
倒
壊
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
判
明
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
江
府
町
で
耐
震
化

工
事
を
す
る
場
合
、
補
助
金

の
上
限
が
１
０
０
万
円
で
本

人
負
担
が
20
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
本
人
負
担
は
そ
の
ま

ま
で
、
町
の
上
限
額
を
２
０

０
万
円
に
増
額
し
て
、
住
宅

の
倒
壊
を
防
ぎ
人
命
を
守
る

こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
は

大
事
な
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
、
県
で
考
え
て

い
る
の
が
建
物
全
体
で
は

な
く
、
建
物
の
一
部
を
耐

震
工
事
し
て
経
費
を
安
く

抑
え
る
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
県
の
考
え
に
合
わ
せ

た
形
で
町
の
方
も
検
討
し

て
み
た
い
。

　
耐
震
工
事
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
１
０
０
万
円
限
度

と
し
て
約
75

万
円
が
補
助

金
、
本
人
負
担
が
約
25

万

円
で
す
。

　
　
　町
民
は
耐
震
工
事

の
補
助
金
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
周
知
す
る
た
め
に
、

町
報
等
を
利
用
し
て
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
耐
震
改
修
の
補
助
金
が

町
民
の
方
々
に
知
ら
れ
て

い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
の
補
助
制
度
に
つ
い

て
町
報
な
り
で
周
知
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　江
美
城
跡
の
公
園

化
に
つ
い
て
の
話
を
も
う

一
度
質
問
し
ま
す
。
住
民

の
方
よ
り
、
私
が
一
般
質

問
し
た
後
に
、
や
は
り
あ

そ
こ
は
公
園
に
す
る
べ
き

だ
、
町
が
買
い
上
げ
る
べ

き
だ
ろ
う
な
と
い
う
よ
う

な
話
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま

し
た
。
建
物
は
建
て
ず
に

草
刈
り
程
度
の
管
理
を
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
今
は
城
ブ
ー
ム
が
来
て

い
ま
す
。
江
美
城
を
探
る

会
が
一
生
懸
命
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
て
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
お
金

も
集
め
ら
れ
ま
し
た
し
、

江
美
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
さ

れ
、
す
ぐ
に
満
員
な
っ
た

上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

町
の
助
成
金
も
あ
り
ま
す
。

な
の
で
即
、
町
が
本
丸
跡

を
買
い
上
げ
て
公
園
化
し

ろ
と
い
う
の
は
、
無
理
が

あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
今
年
７
月
に
任
期

満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
が

あ
り
ま
す
が
、
出
馬
す
る

予
定
は
あ
り
ま
す
か
、
さ

ら
に
出
馬
す
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
基
に

出
馬
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　
ぜ
ひ
次
期
町
長
選
挙
に

は
出
馬
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
考
え
方

で
出
る
の
か
と
い
う
お
話

で
す
け
れ
ど
も
、
人
が
人

を
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
を
実

現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
当
然
、
足
元
も
固
め

な
が
ら
、
未
来
に
向
け
て

夢
の
あ
る
江
府
町
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

防
災
対
策
に

つ
い
て

江
美
城
跡
公
園

化
に
つ
い
て

白
石
町
長
の
次
期
町
長
選

挙
へ
の
出
馬
に
つ
い
て

令和６年５月15日発行（13）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会
他

６
年
度
予
算 

他
江府町の耐震化率35.3％県下ワースト２位

町政を問う!! ３名の議員が一般質問



（14）令和６年５月15日発行

まちの本屋予定地（旧川上書店）

町
長
答
弁

森田 哲也

動画で一般質問

森田議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

　
　
　町
中
に
食
料
品
・
日

用
品
店
舗
が
な
く
な
り
、
特

に
台
所
を
預
か
る
人
た
ち
の

買
い
物
が
非
常
に
不
自
由
に

な
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
の

対
策
は
。

　移
動
販
売
事
業
を
継
続
支

援
し
、
ま
た
、
佐
川
に
新
店

舗
を
構
え
、
生
鮮
三
品
を
扱

う
。
移
動
手
段
の
な
い
方
に

は
、
江
尾
駅
か
ら
佐
川
ま
で
、

ル
ー
プ
バ
ス
を
新
設
し
、
タ

ク
シ
ー
の
無
料
券
も
若
干
増

や
す
。

　
　
　店
舗
が
町
中
だ
と
気

軽
に
行
き
易
く
、
診
療
所
帰

り
や
バ
ス
待
ち
等
の
間
に
買

い
物
が
で
き
る
。
ま
た
、
人

が
集
ま
る
場
所
が
出
来
る
な

ど
、
町
中
に
食
料
品
店
舗
の

必
要
性
を
感
じ
る
が
。

　町
中
に
店
舗
が
あ
っ
た
方

が
よ
い
と
は
思
う
が
、
商
売

と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
と

思
う
。
永
続
的
に
さ
せ
る
た

め
に
佐
川
を
考
え
ら
れ
た
。

江
尾
の
賑
わ
い
の
話
も
あ
っ

た
が
、
駅
前
で
そ
の
賑
い
を

持
た
せ
る
手
段
と
し
て
本
屋

を
使
っ
た
活
用
方
法
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　人
が
集
ま
る
場
所
と

し
て
生
活
に
密
着
し
た
施
設

が
有
効
と
思
う
が
、
本
屋
を

中
心
と
し
た
考
え
に
つ
い
て

伺
い
し
た
い
。

　人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
町
づ

く
り
が
重
要
。
本
屋
と
パ
ン

屋
と
花
屋
と
美
容
室
が
な
い

町
に
は
女
性
は
住
ま
な
い
と

い
う
話
を
聞
い
た
。
江
府
町

の
中
心
地
の
活
性
化
に
、
本

屋
の
な
い
町
に
本
屋
を
つ
く

る
運
動
し
て
い
る
Ｂ
Ｓ
Ｊ
の

安
藤
さ
ん
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
借

り
れ
ば
全
国
的
に
注
目
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
始
め
た
。
未
来
に
向

か
っ
て
人
が
人
を
呼
べ
る
よ

う
な
施
設
に
し
た
い
。

　
　
　人
が
生
活
し
て
い
く

に
は
、
ま
ず
、
食
料
が
身
近

に
手
に
入
る
こ
と
、
町
の
中

心
に
店
が
あ
っ
て
、
人
は
安

心
な
暮
ら
し
を
感
じ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
総
務
省

と
国
交
省
の
共
同
調
査
で
、

消
滅
が
危
惧
さ
れ
る
過
疎
地

域
の
集
落
は
、
商
店
や
ス
ー

パ
ー
の
な
く
な
っ
て
い
る
集

落
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
他

町
で
も
見
ら
れ
る
が
、
役
場

の
移
転
に
伴
っ
て
商
店
も
移

転
し
、
駅
前
が
寂
し
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
江
尾

駅
前
の
賑
わ
い
を
求
め
る
に

は
、
食
糧
が
買
え
る
、
医
療

施
設
が
あ
る
な
ど
で
人
が
集

ま
り
や
す
い
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思

う
。　江

尾
に
住
ん
で
い
る
人
は

江
尾
に
あ
っ
た
方
が
よ
い
と

思
う
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、

お
そ
ら
く
例
え
ば
診
療
所
に

い
か
れ
た
つ
い
で
に
寄
ら
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

か
っ
た
と
思
う
。
そ
う
い
っ

た
方
々
の
利
便
性
を
図
る
た

め
の
交
通
手
段
を
考
え
れ
ば

と
思
う
。
江
尾
の
町
中
に
店

舗
が
あ
っ
た
方
が
い
い
と
思

う
が
、
代
替
え
措
置
を
使
っ

て
い
け
ば
い
い
と
も
思
っ
て

い
る
。

　
　
　駅
前
に
人
を
呼
べ
る

食
糧
が
買
え
る
店
舗
と
本
屋

と
の
複
合
施
設
が
理
想
と
思

う
。
農
水
省
の
調
査
で
は
、

食
料
品
の
購
入
先
は
、
90.8

％

が
ス
ー
パ
ー
と
な
っ
て
お
り
、

コ
ン
ビ
ニ
や
通
販
な
ど
は
食

生
活
の
補
完
的
手
段
と
な
っ

て
い
る
。
町
民
生
活
を
守
る

店
舗
を
中
心
と
し
た
人
の
集

ま
る
町
づ
く
り
が
必
要
と
思

う
が
。

　本
当
に
単
な
る
日
常
だ
け

を
考
え
て
、
未
来
の
江
府
町

が
あ
る
か
と
考
え
た
と
き
に

ど
う
か
と
思
う
、
私
の
考
え

方
を
一
方
的
に
押
し
付
け
る

の
で
は
な
く
、
そ
う
い
っ
た

方
の
考
え
方
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
せ
っ
か
く
始
め
た
事

業
を
い
い
形
で
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
中
か
ら
食
料
品
店
舗
が

な
く
な
る
が
そ
の
対
策
は

生
活
に
密
着
し
た
施
設
が
人
の

集
ま
る
場
所
づ
く
り
に
有
効

駅
前
に
店
舗
が
な
く
な
る
と
江

尾
は
寂
し
く
な
る
の
で
は

駅
前
に
人
が
集
ま
る
場
所

と
し
て
食
料
品
店
舗
と
の

複
合
施
設
は
ど
う
か

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町民の望む暮らし良い町づくりについて

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

６
年
度
予
算 

他

組
合
議
会
他

屋根の改修が終わった武庫集会所

阿部 朝親

動画で一般質問

阿部議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

　
　
　一
次
避
難
所
は
、

災
害
対
策
基
本
法
に
よ
り

指
定
す
る
事
と
な
っ
て
お

り
、
町
内
で
は
各
集
落
の

集
会
施
設
・
広
場
が
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
と
な
っ
て
い
る
施
設
・

場
所
が
あ
る
。
こ
の
様
な

状
況
を
承
知
の
上
で
指
定

さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　町
に
お
い
て
、
水
道
・

ト
イ
レ
が
あ
る
場
所
を
選

定
し
、
集
落
に
こ
の
場
所

で
よ
い
か
照
会
し
、
決
定

し
て
い
る
。
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
と
か
に
あ
る
の
は

や
は
り
場
所
が
無
く
仕
方

な
く
し
て
い
る
が
、
情
報

伝
達
を
早
く
行
い
、
町
が

管
理
す
る
避
難
場
所
へ
の

避
難
が
基
本
的
な
考
え
で

あ
る
。

　
　
　集
会
所
は
協
定
書

に
よ
り
、
経
費
を
含
め
す

べ
て
集
落
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
武
庫

集
会
所
・
新
道
集
会
所
で

は
屋
根
の
改
修
に
１
千
２

百
万
円
の
費
用
が
掛
か
っ

て
お
り
、
全
て
集
落
が
負

担
し
て
い
る
。
人
口
減

少
・
高
齢
化
に
よ
り
維
持

管
理
が
困
難
と
な
り
つ
つ

あ
り
、
一
次
避
難
所
と
指

定
す
る
限
り
町
に
も
管
理

責
任
が
あ
る
と
思
う
。
協

定
書
の
見
直
す
考
え
は
あ

る
か
伺
う
。

　公
共
施
設
の
在
り
方
検

討
会
で
、
基
本
的
に
は
町

で
は
改
修
し
な
い
と
話
を

し
て
お
り
、
議
会
の
方
に

も
報
告
し
て
い
る
。
協
定

書
に
つ
い
て
は
、
期
限
後

の
扱
い
に
つ
い
て
は
再
度

検
討
を
し
た
い
。

　
　
　町
の
災
害
備
蓄
品

は
、
資
料
に
よ
る
と
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
30

ロ
ー
ル
等
あ
ま
り
に
も
貧

弱
で
あ
る
。
ま
た
、
分
散

備
蓄
と
あ
る
が
、
資
料
で

は
何
処
に
何
が
ど
れ
だ
け

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
緊

急
時
に
ど
こ
に
行
け
ば
何

が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
、
担

当
職
員
以
外
の
職
員
で
も

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
避
難
所

の
備
蓄
品
等
に
つ
い
て
は

ど
の
様
な
考
え
か
伺
う
。

　備
蓄
品
・
保
管
場
所
に

つ
い
て
は
、
再
確
認
す
べ

き
と
感
じ
た
。
ま
た
、
職

員
が
誰
で
あ
っ
て
も
対
応

で
き
る
体
制
を
と
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。
各
集
落
の

備
蓄
品
等
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
に
30

万
円
を
配

分
し
て
お
り
、
そ
れ
を
使

用
し
て
そ
ろ
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

異
常
が
あ
れ
ば
住
民
生
活

に
直
結
し
て
お
り
、
管
理

に
つ
い
て
職
員
体
制
等
現

状
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺

う
。　こ

れ
に
関
し
て
は
、
担

当
課
長
か
ら
説
明
さ
せ
る
。

　通
常
の
管
理
は
、
現
状

の
体
制
で
対
応
で
き
て
い

る
。
有
事
の
時
を
考
え
る

と
、
特
に
土
木
関
係
の
職

員
が
多
い
ほ
ど
良
い
が
、

役
場
職
員
の
中
で
回
し
て

行
く
し
か
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　災
害
発
生
時
の
対

応
は
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
明
記
し
て
あ
る
が
、
訓

練
を
行
う
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　産
業
建
設
課
業
務
以
外

に
つ
い
て
も
災
害
時
の
対

応
力
向
上
の
た
め
、
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
し
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

産
業
建
設
課
長

災害時における一次避難所の認識は？

一
次
避
難
所
の

認
識
は

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
管
理
は

令和６年５月15日発行（15）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会
他

６
年
度
予
算 

他 ライフラインの管理については？
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３
月
議
会
が
終
わ
り
広
報
委
員

た
ち
は
議
会
だ
よ
り
の
担
当
す
る

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
元
日
よ
り
大
変
な
災

害
や
事
故
が
発
生
し
、
こ
の
先

へ
の
不
安
が
大
き
く
広
が
り
ま

し
た
気
が
付
け
ば
も
う
４
月
。

こ
の
便
り
が
皆
様
の
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
は
５
月
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
佐
川
地
区
で
は
住
宅
団
地
が

完
成
し
、
隣
接
し
て
商
業
施
設

も
開
設
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
る
こ
と
を
想
像
い
た
し
ま

す
。
旧
庁
舎
跡
地
を
は
じ
め
、

駅
前
の
本
屋
開
設
な
ど
今
後
も

空
き
地
空
き
家
の
活
用
が
本
町

の
未
来
を
左
右
す
る
こ
と
に
な

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昨
年
不

幸
に
も
火
災
に
あ
わ
れ
た
新
町

地
区
の
関
係
者
の
方
々
の
復
興

も
合
わ
せ
町
民
の
皆
様
と
協
力

し
て
知
恵
を
絞
っ
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
が

少
し
で
も
お
役
に
立
ち
ま
す
よ

う
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
川
端
　
登
志
一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　阿
部

　朝
親

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　森
田

　哲
也

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

私

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

　
独
立
し
て
す
ぐ
に
地
域
活

性
古
民
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
西

成
公
民
館
前
の
古
民
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
、
拠
点
と
し
、

江
府
学
園
の
児
童
・
生
徒
、

町
民
対
象
に
木
製
コ
ン
ポ
ス

ト
を
作
る
木
工
教
室
や
、
米

子
高
専
、
岡
山
理
科
大
の
学

生
達
と
拠
点
で
使
う
ベ
ン
チ

や
、
町
内
の
左
官
さ
ん
に
お

願
い
し
、
今
で
は
す
っ
か
り

見
な
く
な
っ
た
土
壁
を
小
舞

机
に
生
ま
れ
、
結
婚
を

機
に
本
五
に
住
み
今
年

で
33

歳
に
な
り
ま
し
た
。

　
保
育
園
児
の
頃
、
僕
の
夢

は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、
大

工
に
な
る
！
と
言
っ
て
い
た

こ
と
を
今
で
も
思
い
だ
し
ま

す
。
︵
有
︶
藤
原
建
築
工
務

店
を
２
年
前
に
退
職
し
、
高

津
建
築
︵
個
人
事
業
主
︶
と

し
て
独
立
し
、
１
人
親
方
と

し
て
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や

工
務
店
の
下
請
け
を
し
な
が

ら
、
町
内
外
の
家
に
関
す
る

困
り
ご
と
の
対
応
、
未
来
の

職
人
を
目
指
す
き
っ
か
け
作

御 江
府
の
未
来

　
　建
築
を
通
し
て
！

本五　高津　宏史

編
︵
泥
を
付
け
る
た

め
の
下
地
の
竹
を
編

む
︶
か
ら
体
験
し
て

も
ら
っ
た
り
、
解
体

中
に
出
て
き
た
囲
炉

裏
を
使
え
る
よ
う
に

補
修
し
、
お
で
ん
や

鍋
を
囲
ん
だ
り
、
学

生
デ
ザ
イ
ン
の
水
屋

を
一
緒
に
制
作
し
た

り
、
囲
炉
裏
で
使
う

竹
炭
を
ド
ラ
ム
缶
で
作
っ
て

み
た
り
、
古
き
良
き
古
の
技

術
、
文
化
を
後
世
に
残
す
活

動
も
し
て
い
ま
す
。 

　
結
婚
し
て
か
ら
４
人
の

子
宝
に
恵
ま
れ
、
令
和
３

年
度
子
供
の
国
保
育
園
保

護
者
会
長
、
商
工
会
青
年

部
副
部
長
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
﹁
江
府
ラ
イ
ジ
ン
グ

サ

ン

﹂

ド

ッ

ジ

ボ

ー

ル

チ
ー
ム
保
護
者
会
長
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
役
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
さ
ら
に
、
大
工
工

事
、
リ
フ
ォ
ー
ム
は
も
ち
ろ

ん
、
空
き
家
の
利
活
用
、
木

造
建
築
の
良
さ
、
職
人
の
楽

し
さ
、
夢
を
持
つ
大
切
さ
を

子
供
た
ち
、
地
域
の
方
に
伝

え
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た

い
。
そ
し
て
町
民
や
移
住
者

が
江
府
町
を
今
よ
り
も
っ
と

好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
若
い
力
を
生
か
し
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

西成公民館前の古民家

古民家の室内リフォーム前


